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令
和
２
年
度
の
宮
城
県
芸
術
協
会

定
時
総
会
と
第
２
回
理
事
会
が
６
月

８
日
、当
協
会
会
議
室
で
開
か
れ
た
。 

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大

防
止
の
た
め
、
出
席
人
数
を
絞
り
、

役
員
候
補
者
に
限
定
す
る
異
例
の
形

で
開
催
さ
れ
た
総
会
で
、
新
役
員
の

承
認
な
ど
２
議
案
を
可
決
。
新
役
員

の
承
認
を
受
け
、
総
会
に
引
き
続
い

て
開
か
れ
た
理
事
会
で
、
雫
石
隆
子

理
事
長
を
再
度
ト
ッ
プ
に
選
出
し
た
。

　

理
事
会
に
は
理
事
16
人
と
監
事
２

人
が
出
席
（
理
事
１
人
欠
席
）。
理

事
長
選
挙
は
17
人
の
全
理
事
を
対
象

に
実
施
し
、
雫
石
理
事
長
が
１
回
の

投
票
で
再
選
さ
れ
た
。
執
行
理
事
は

理
事
長
を
除
く
理
事
16
人
を
対
象
に

「
５
名
連
記
」
方
式
で
投
票
を
行

い
、
常
任
理
事
会
の
新
た
な
構
成
メ

ン
バ
ー
を
決
め
た
。

　

雫
石
理
事
長
は
「
コ
ロ
ナ
禍
は
終

息
し
て
い
な
い
が
、
適
切
な
運
営
に

尽
く
し
た
い
」
と
、
緊
急
時
、
転
換

期
の
難
局
に
臨
む
決
意
を
語
っ
た
。

　

理
事
会
に
先
立
っ
て
開
か
れ
た
総

会
で
は
、
司
会
の
吉
田
利
弘
執
行
理

事
が
委
任
状
提
出
に
よ
る
代
理
出

席
、
書
面
提
出
に
よ
る
議
決
権
行

使
の
会
員
を
含
め
、
出
席
者
数
が

１
３
７
６
名
で
総
会
成
立
の
定
足

数
（
会
員
１
９
７
６
名
の
過
半
数
） 

を
満
た
し
て
い
る
こ
と
を
報
告
。
雫

石
理
事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、

前
絵
画
部
長
の
及
川
英
之
会
員
を
議

長
に
議

事
を
進

め
た
。

　

報
告

は
令
和 

２
年
度

事
業
計

画
及
び

収
支
予

算
に
関

　

令
和
２
年
度
の
定
時
総
会
は
６

月
８
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
防
止
対
策
の
一
環
で
委
任
状

出
席
を
前
提
と
す
る
異
例
の
形
で

開
催
し
、
議
案
を
承
認
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

ま
た
、
本
年
度
は
役
員
改
選
期

に
当
た
り
、
総
会
に
続
い
て
第

２
回
理
事
会
を
開
き
、
新
執
行

部
が
選
出
さ
れ
ま

し
た
。
変
革
を
求

め
ら
れ
る
難
し
い

時
期
で
の
理
事
長

再
任
と
な
り
、
不

安
も
よ
ぎ
り
ま
す

が
、
大
任
の
覚
悟

を
新
た
に
い
た
し

て
お
り
ま
す
。

　

令
和
２
年
度 

は
手
探
り
の
幕
開

け
。
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
先
行
き
が
見

通
せ
ず
、
さ
ま
ざ

ま
な
変
更
を
余
儀

な
く
さ
れ
る
中
、

６
月
15
日
に
宮
城

県
芸
術
祭
委
員
会

を
開
催
。
共
催
８

団
体
は
情
報
共
有

を
図
り
な
が
ら
、

芸
術
文
化
の
灯
を

守
っ
て
県
民
の
心

に
希
望
や
明
る
さ

を
提
供
す
る
こ
と

を
確
認
し
、
開
催

を
決
定
い
た
し
ま
し
た
。

　

６
月
29
日
に
は
部
長
会
議（
芸
術

祭
実
行
委
員
会
）を
招
集
。
事
務

局
が
ま
と
め
た
芸
術
祭
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
を
基
に
、
実
施
の
方
向
を
最

終
決
定
。「
３
密
」
回
避
等
が
困

難
な
一
部
事
業
に
つ
き
ま
し
て
は
、

見
送
ら
ざ
る
を
得
な
い
状
況
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、工
夫
を
重
ね
て
ハ
ー

ド
ル
を
乗
り
越
え
る
こ
と
を
申
し

合
わ
せ
ま
し
た
。

　

イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み
、
中
止
や

延
期
を
強
い
ら
れ
、
芸
協
の
真
価

が
問
わ
れ
る
局
面
で
す
。
在
野
に

あ
っ
て
56
回
、
こ
れ
ま
で
１
回
も

休
止
す
る
こ
と
な
く
県
芸
術
祭
を

運
営
し
て
き
た
実
績
を
誇
り
と
し

底
力
と
し
て
一
致
結
束
、
開
催
に

ま
い
進
し
て
ま
い
り
ま
し
ょ
う
。

　

２
年
前
の
就

任
時
に
事
業
刷

新
を
呼
び
掛
け

ま
し
た
が
、
本

年
度
は
河
北
新

報
社
と
の
連
携

の
下
、
２
件
の

新
事
業
が
ス

タ
ー
ト
い
た
し

ま
す
。
装
い
一

新
の
写
真
展
と

新
規
の
工
芸
展

で
、
そ
れ
ぞ
れ

の
第
１
回
公
募

展
が
彩
り
も
豊

か
に
船
出
し
、

私
た
ち
の
未
来

を
明
る
く
照
ら

し
て
く
れ
る
こ

と
を
期
待
い
た

し
て
お
り
ま

す
。

　

事
業
の
更
な

る
充
実
と
組
織

の
発
展
に
向
け

て
、
新
し
く
寄

付
口
座
を
開
設
い
た
し
ま
し
た
。

創
設
60
年
の
節
目
も
迫
り
、
記
念

事
業
の
検
討
も
視
野
に
入
っ
て
き

て
お
り
ま
す
。
皆
さ
ま
を
取
り
巻

く
環
境
が
厳
し
さ
を
増
す
時
節

柄
、
誠
に
恐
縮
で
は
ご
ざ
い
ま
す

が
、
１
万
円
を
一
口
に
、
芸
術
文

化
へ
の
熱
い
想
い
を
お
寄
せ
い
た

だ
き
た
く
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申

し
上
げ
ま
す
。

 難局下の芸術祭
底力発揮を

宮城県芸術協会理事長
雫石 隆子

す
る
１
件
。
定
款
に
基
づ
き
前
年
度

末
の
第
４
回
理
事
会
で
承
認
さ
れ
、

既
に
事
業
が
執
行
さ
れ
て
い
る
旨
の

説
明
が
あ
っ
た
。

　

議
案
は
第
１
号
「
令
和
元
年
度
事

業
報
告
及
び
収
支
決
算
の
承
認
」、

第
２
号
「
役
員
の
選
任
」
の
２
件
。

第
１
号
議
案
も
既
に
理
事
会
で
承
認

さ
れ
て
お
り
、
佐
藤
光
郎
、
岡
本
勝

両
監
事
が
適
正
に
執
行
さ
れ
て
い
る

旨
の
監
査
報
告
を
行
っ
た
。
質
疑
、

採
決
の
結
果
、
２
議
案
と
も
可
決
、

承
認
さ
れ
た
。

　
役
員
名
簿

◇
新
役
員（
敬
称
略
。
太
字
は
新
任
。

カ
ッ
コ
内
は
担
当
）

【
理
事
長
】
雫
石
隆
子

【
執
行
理
事
】
吉
田
利
弘
（
総
括
）、

佐
藤
皖
山（
事
業
）、渡
部
勝
彦（
同
）、

菅
原
宗
初
（
財
務
）、西
村
一
観
（
同
）

【
理
事
】
浅
野
治
志
、
一
力
雅
彦
、

及
川
英
之
、
太
田
蓮
紅
、
岡
崎
宗
豊
、

落
合
英
俊
、
亀
井
文
行
、
佐
藤
淳
一
、

建
部
恭
子
、
坂
内
佳
禰
、
若
柳
梅
京

【
監
事
】
岡
本
勝
、
佐
藤
光
郎

「
雫
石
体
制
」
２
期
目
ス
タ
ー
ト

役
員
改
選
期
、
理
事
長
に
再
び
選
出

定
時
総
会
、
理
事
会
、
異
例
の
形
で
開
催

議案を可決承認した定時総会
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令
和
２
年
度
の
宮
城
県
芸
術
祭
に

つ
い
て
、
当
協
会
を
は
じ
め
と
す
る

共
催
８
団
体
の
代
表
者
ら
が
協
議
す

る「
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会
」

が
６
月
15
日
、
芸
協
会
議
室
で
開
か

れ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

の
先
行
き
に
不
透
明
感
は
拭
え
ず
、

開
催
に
危
う
さ
が
付
き
ま
と
う
状
況

下
で
の
委
員
会
。
そ
れ
で
も
「
緊
急

事
態
宣
言
」
が
解
除
さ
れ
、
宮
城
県

内
で
の
感
染
状
況
に
一
定
の
落
ち
着

き
が
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
当
面
、

開
催
の
方
向
で
諸
準
備
を
進
め
る
こ

と
を
了
承
し
た
。

　

委
員
会
に
は
会
長
兼
実
行
委
員
長

の
雫
石
理
事
長
の
ほ
か
、
県
、
仙
台

市
、
河
北
新
報
社
な
ど
共
催
団
体
で

構
成
す
る
各
役
員
が
出
席
し
た
。
理

事
長
の
あ
い
さ
つ
に
続
い
て
、
令
和

元
年
度
「
第
56
回
宮
城
県
芸
術
祭
」

の
事
業
及
び
収
支
に
つ
い
て
報
告
。

中
心
議
題
の
本
年
度
の
芸
術
祭
へ
の

対
応
に
つ
い
て
協
議
し
た
。

　

当
該
年
度
の
事
業
計
画
及
び
収
支

予
算
に
つ
い
て
は
例
年
、「
実
施
を

前
提
」
と
し
、
内
容
に
関
し
て
も
実

施
主
体
と
な
る
当
協
会
の
示
す
案
を

了
解
す
る
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
た

だ
、今
回
は
コ
ロ
ナ
禍
が
尾
を
引
き
、

開
催
に
向
け
て
太
鼓
判
を
押
し
難
い

特
異
な
環
境
下
で
の
判
断
だ
け
に
、

慎
重
な
対
応
が
求
め
ら
れ
た
。

　

協
議
の
結
果
、
コ
ロ
ナ
感
染
の
推

移
を
慎
重
に
見
定
め
つ
つ
、
実
施
に

向
け
て
準
備
す
る
こ
と
を
「
異
議
な

し
」と
し
て
申
し
合
わ
せ
た
。
た
だ
、

感
染
が
終
息
し
た
わ
け
で
は
な
く
、

新
た
な
波
が
襲
来
し
、
再
び
感
染
が

広
が
る
懸
念
も
あ
る
だ
け
に
、「
３

密
」
解
消
へ
の
目
配
り
を
尽
く
す
と

い
っ
た
防
止
対
策
の
徹
底
を
条
件
に

明
示
。
事
業
運
営
に
つ
い
て
も
、
中

止
の
決
断
を
含
め
て
、従
来
の
内
容
、

形
に
こ
だ
わ
ら
ず
、
迅
速
、
柔
軟
に

対
応
し
て
い
く
方
針
を
決
め
た
。

　

今
後
の
展
開
次
第
で
中
止
と
な
る

事
態
も
想
定
し
な
が
ら
、
明
確
に
開

催
の
方
向
を
打
ち
出
し
た
背
景
に

は
、
芸
術
文
化
関
係
の
催
事
の
中
止

や
延
期
が
相
次
ぎ
、
そ
う
し
た
分
野

の
活
動
の
停
滞
と
基
盤
の
弱
化
が
進

む
こ
と
へ
の
深
い
憂
慮
が
あ
る
。
も

と
よ
り
、無
理
は
厳
に
慎
み
な
が
ら
、

会
員
ら
芸
術
家
及
び
愛
好
家
ら
に
対

し
て
、
活
動
の
機
会
を
提
供
し
、
宮

城
に
お
け
る
芸
術
文
化
の
振
興
発
展

　

第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い

て
、
実
行
部
隊
が
詰
め
の
検
討
を
進

め
る
令
和
２
年
度
第
１
回
部
長
会
議

が
６
月
29
日
、
芸
協
会
議
室
で
開
か

れ
た
。イ
ベ
ン
ト
実
施
の
決
定
機
関
、

宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会
で
の
方
向
付

け
を
受
け
て
、
各
部
が
意
見
を
交
換

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染

防
止
を
前
提
に
、
原
則
と
し
て
事
業

実
施
の
方
向
を
確
認
す
る
と
と
も
に
、

防
止
対
策
徹
底
の
難
易
度
に
応
じ

て
、
各
部
が
最
終
的
に
開
催
の
是
非

を
判
断
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
た
。

　

今
回
の
部
長
会
議
は
「
芸
術
祭
実

行
委
員
会
」
の
性
格
を
持
ち
、
実
施

可
否
を
決
定
的
に
左
右
す
る
協
議
の

場
。
会
議
で
大
方
、
実
施
を
確
認
し

た
こ
と
に
よ
り
、
開
催
準
備
が
本
格

的
に
動
き
出
す
こ
と
に
な
る
。

　

部
長
会
議
は
通
常
、
各
部
の
部
長
、

へ
寄
与
し
続
け
て
い
く
思
い
の
強
さ

を
示
し
た
と
言
え
る
。

　

芸
術
祭
委
員
会
で
の
決
定
を
受
け

て
、
当
協
会
は
６
月
29
日
、
各
部
長

ら
に
よ
る
部
長
会
議（
実
行
委
員
会
）

を
開
き
、
方
針
を
伝
達
。
各
部
が
使

命
の
自
覚
と
と
も
に「
コ
ロ
ナ
時
代
」

に
お
け
る
事
業
の
在
り
方
を
模
索
、

決
定
し
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
た
。

実施を確認した宮城県芸術祭委員会

副
部
長
の
複
数
が
出
席
す
る
が
、
コ

ロ
ナ
対
策
で
可
能
な
限
り
「
３
密
」

を
回
避
す
る
た
め
、
部
長
ら
（
代
理

を
含
む
）
各
部
１
人
の
出
席
と
し
開

会
。
事
業
担
当
の
佐
藤
皖
山
執
行
理
事

の
説
明
を
基
に
、
議
事
を
進
行
し
た
。

　

佐
藤
執
行
理
事
は
「
実
施
を
基
本

と
し
つ
つ
、
具
体
の
催
事
は
各
部
の

自
主
的
判
断
に
ゆ
だ
ね
る
」
と
の
方

針
を
示
し
、
コ
ロ
ナ
対
策
を
念
頭
に

「
従
来
の
内
容
に
と
ら
わ
れ
な
い
柔

軟
な
対
応
」
を
求
め
た
。

　

ま
た
、
コ
ロ
ナ
感
染
へ
の
リ
ス
ク

軽
減
を
図
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か

ら
、
展
示
部
門
の
搬
入
・
搬
出
作
業

で
密
な
状
況
を
招
か
な
い
対
応
と
し

て
搬
入
、
搬
出
日
を
設
け
、
展
示
期

間
を
６
日
か
ら
４
日
に
短
縮
す
る
等

の
見
直
し
案
を
提
示
。
茶
会
、
舞
台

系
イ
ベ
ン
ト
に
つ
い
て
は
、
も
う
一

段
の
難
し
さ
が
強
調
さ
れ
た
。

　

各
部
長
は
協
会
の
打
ち
出
し
た
考

え
方
を
了
承
。
展
示
系
の
催
事
は
開

催
と
し
、
今
後
、
事
務
局
と
の
調
整

の
下
、部
内
で
詳
細
を
詰
め
る
。
音
楽 

会
は
所
管
副
部
長
が
中
止
決
定
を
報

告
、密
が
避
け
ら
れ
な
い
茶
会
も
部
長 

が
同
様
の
考
え
を
示
唆
し
た（
７
月
10 

日
の
運
営
委
員
会
で
中
止
を
決
定
）。

　

先
行
き
不
透
明
で
、
経
験
を
生
か

し
難
い
環
境
下
で
の
芸
術
祭
と
な
る

だ
け
に
、
緊
張
感
に
包
ま
れ
た
会
議

と
な
っ
た
。
た
だ
、
面
倒
な
事
態
に

立
ち
す
く
ん
で
い
て
は
、
芸
協
が
自

ら
に
課
し
た
芸
術
文
化
の
振
興
発
展

の
使
命
を
果
た
せ
ず
、
コ
ロ
ナ
禍
以

前
の
厳
し
い
状
況
も
打
開
で
き
ま
い
。

無
理
を
排
除
し
つ
つ
事
業
に
取
り
組

む
姿
勢
は
、
け
ん
引
役
と
し
て
の
芸

協
の
評
価
を
高
め
よ
う
。
組
織
の
存

在
価
値
と
何
よ
り
会
員
個
々
の
意
識

が
問
わ
れ
る
局
面
に
あ
る
こ
と
を
胆

に
銘
じ
、
本
番
に
臨
み
た
い
。

芸術祭開催の方向

県芸術祭委員会で確認
コロナ禍の推移見極めつつ

芸
術
祭
実
施
の
原
則 

申
し
合
わ
せ

令
和
２
年
度
第
１
回
部
長
会
議　
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河
北
新
報
社
と
の
連
携
公
募
展
の

開
催
に
向
け
て
、
準
備
が
粛
々
と
進

ん
で
い
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
の
拡
大
で
、
出
は
な
を
く
じ

か
れ
た
側
面
も
あ
る
が
、
所
管
す
る

写
真
部
、
工
芸
部
は
、
先
行
き
を
占

う
「
第
１
回
展
」
の
成
功
を
期
し
、

精
力
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

連
携
公
募
展
は
、
宮
城
県
芸
術
祭

写
真
公
募
展
を
存
続
展
と
し
河
北

写
真
展
と
一
体
、
統
合
さ
せ
る
形

で
、
ス
ケ
ー
ル
ア
ッ
プ
し
て
始
ま
る

「
フ
ォ
ト
サ
ミ
ッ
ト 

i
n 

S
e
n
d
a
i 

2
0
2
0
」
と
、
河
北
工
芸
展
を
継

承
し
、
当
協
会
工
芸
部
と
の
連
携
に

よ
り
、
新
規
事
業
と
し
て
ス
タ
ー
ト

す
る「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」の
二
つ
。

　

両
事
業
と
も
既
に
河
北
の
担
当
者

を
含
め
た
実
行
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
開
催
要
項
を
決
定
し
た
。

　

写
真
展
は
会
員
対
象
の
芸
術
祭
写

真
展
に
合
わ
せ
て
９
月
26
～
29
日
、

せ
ん
だ
い
メ
デ
ィ
ア
テ
ー
ク
で
開
催

す
る
。「
新
し
い
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
の

出
会
い
」
が
う
た
い
文
句
。「
１
＋

１
」
の
効
果
を
「
２
」
以
上
に
引
き

上
げ
る
統
合
の
力
を
端
的
で
切
れ
の

い
い
フ
レ
ー
ズ
に
練
り
上
げ
た
。

　

県
芸
術
祭
の
一
環
の
た
め
、
写
真

展
の
主
催
は
当
協
会
、
河
北
新
報
社

を
軸
に
芸
術
祭
共
催
の
８
団
体
。
河

北
写
真
展
の
遺
産
を
引
き
継
ぎ
東
北

各
県
等
の
後
援
、
Ｊ
Ａ
Ｌ
等
の
協
賛

を
得
て
い
る
。
審
査
員
と
し
て
写
真

家
の
赤
城
耕
一
氏
を
招
き
、
格
の
向

上
に
も
努
め
る
。

　

応
募
資
格
は
プ
ロ
ア
マ
問
わ
ず
、

全
国
の
写
真
愛
好
家
が
対
象
。
テ
ー

マ
は
部
門
Ⅰ
「
自
由
部
門
」
と
部
門

Ⅱ
「
東
北
の
音
」
の
二
つ
で
構
成
し
、

部
門
Ⅱ
に
東
北
を
エ
リ
ア
と
す
る
河

北
の
名
残
を
と
ど
め
る
。
各
部
門
の

大
賞
と
し
て
、
部
門
Ⅰ
は
「
フ
ォ
ト

サ
ミ
ッ
ト 

i
n 

S
e
n
d
a
i
大

賞
」、
部
門
Ⅱ
は
「
河
北
新
報
社
賞
」

を
最
高
賞
に
従
来
の
賞
を
継
承
す

る
。
応
募
締
め
切
り
は
７
月
末
。

　

工
芸
展
は
会
員
対
象
の
芸
術
祭
工

芸
展
に
合
わ
せ
て
11
月
5
～
9
日
、

Ｔ
Ｆ
Ｕ
ギ
ャ
ラ
リ
ー
ミ
ニ
モ
リ
で
開

催
す
る
。
催
事
の
自
由
度
を
高
め
る

た
め
、
県
芸
術
祭
の
枠
外
に
位
置
付

け
た
。
開
場
式
等
も
実
施
す
る
。

　

主
催
は
当
協
会
と
河
北
新
報
社
を

メ
イ
ン
に
、（
公
財
）
河
北
文
化
事

業
団
、（
公
財
）
県
文
化
振
興
財
団

と
の
４
団
体
。
Ｊ
Ａ
Ｌ
が
特
別
協
賛

し
、
東
北
６
県
の
ほ
か
、
芸
術
祭
の

主
催
団
体
な
ど
が
後
援
す
る
。
審
査

員
は
河
北
工
芸
展
か
ら
引
き
続
い
て

務
め
る
こ
と
に
な
る
漆
芸
作
家
・
現

代
工
芸
美
術
家
協
会
の
沓
澤
則
雄

と
、
工
芸
評
論
家
・
多
摩
美
大
教
授

の
外
舘
和
子
の
２
氏
。

　

全
国
公
募
と
し
、
資
格
は
高
校
生

以
上
。
種
別
は
広
く
、
工
芸
の
あ
ら

ゆ
る
分
野
を
対
象
と
す
る
。
賞
は
ほ

ぼ
河
北
工
芸
展
を
引
き
継
ぎ
、「
杜
の

み
や
こ
工
芸
展
大
賞
（
宮
城
県
芸
術

協
会
賞
）」
を
最
高
賞
に
、
30
歳
以

下
の
新
人
賞
を
新
た
に
設
け
る
。
河

北
工
芸
展
を
基
盤
と
し
、
協
会
の
中

核
的
な
会
員
が
運
営
に
協
力
し
て
き

た
と
は
い
え
、
工
芸
部
が
全
面
的
に

関
わ
る
新
規
の
事
業
だ
け
に
、
期
待

が
膨
ら
む
一
方
で
緊
張
感
が
漂
う
。

　

事
業
の
実
施
は
コ
ロ
ナ
禍
の
状
況

次
第
。
審
査
や
公
募
展
自
体
の
開
催

の
可
否
を
含
め
て
影
響
を
受
け
る
。

「
３
密
」
回
避
の
た
め
、
写
真
展
は

作
品
の
搬
入
搬
出
日
を
設
け
、
展
示

期
間
を
６
日
か
ら
４
日
に
短
縮
し
た
。

実
行
、
企
画
委
員
長　
　
　

新
公
募
展
に
期
待
と
手
応
え

―
準
備
の
進
み
具
合
は
。

　

応
募
規
定
、
開
催
要
項
が
決
定

し
、
応
募
も
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
７

月
31
日
締
め
切
り
で
、
８

月
７
日
は
審
査
が
行
わ
れ

ま
す
。
楽
し
み
で
す
。
９

月
26
日
の
開
幕
に
向
け
て

約
２
カ
月
。
多
少
の
緊
張

と
心
地
よ
い
興
奮
を
感
じ

な
が
ら
の
日
々
と
な
り
ま

す
。

―
コ
ロ
ナ
禍
の
影
響
は
。

　

気
に
し
て
い
る
余
裕
は

あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
す
べ
き
準
備
を

粛
々
と
で
す
ね
。
あ
と
は
開
幕
を
前
に

土
壇
場
で
「
第
２
波
」
に
見
舞
わ
れ

る
こ
と
の
な
い
よ
う
祈
る
だ
け
で
す
。

―
応
募
状
況
は
い
か
が
で
す
か
。

　

自
粛
ム
ー
ド
の
中
で
の
盛
り
上
が

り
、
反
響
の
多
寡
が
気
掛
か
り
で
し

た
が
、お
お
む
ね
順
調
の
よ
う
で
す
。

芸
術
祭
写
真
公
募
展
と

河
北
写
真
展
が
合
体
し

た
「
第
１
回
展
」
で
す

か
ら
、
そ
の
結
果
が
問

わ
れ
ま
す
。

―
公
募
展
へ
の
期
待
を

一
言
。

　

東
北
は
言
う
に
及
ば

ず
、
日
本
を
代
表
す
る

写
真
展
に
育
て
た
い
と

思
っ
て
い
ま
す
。
芸
術
家
集
団
と
メ

デ
ィ
ア
が
培
っ
た
力
を
結
集
す
れ
ば
、

成
果
は
自
ず
と
得
ら
れ
ま
し
ょ
う
。

「
新
し
い
レ
ジ
ェ
ン
ド
と
の
出
会
い
」

に
心
躍
る
思
い
で
す
。

東北の「写真新時代」を
佐々木光一実行委員長

（前執行理事）

―
準
備
の
現
状
は
。

　

初
め
て
の
こ
と
故
、
当
初
、
戸
惑

い
も
あ
り
ま
し
た
が
、
工
芸
部
の
皆

さ
ん
の
協
力
で
お
お
む
ね
順
調
に
進

ん
で
い
ま
す
。
主
催
、
特

別
協
賛
、
協
力
、
後
援
の

体
制
も
整
い
、
各
賞
も
河

北
工
芸
展
を
継
承
す
る
形

で
決
着
。
応
募
規
定
、
開

催
要
項
が
決
ま
り
、
応
募

も
始
ま
り
ま
し
た
。

―
残
さ
れ
た
課
題
は
。

　

準
備
に
十
分
、
時
間
を

か
け
ま
し
た
か
ら
、
11
月

の
開
催
へ
、
特
段
、
心
配
は
あ
り
ま
せ

ん
。
た
だ
、
秋
口
以
降
、
コ
ロ
ナ
が
ど

う
展
開
す
る
か
…
。

―
新
規
事
業
へ
の
思
い
は
。

　

河
北
工
芸
展
の
伝
統
と
遺
産
を
引

き
継
ぐ
重
圧
を
感
じ
つ
つ
の
作
業
で

し
た
が
、「
杜
の
み
や
こ
工
芸
展
」

の
タ
イ
ト
ル
通
り
、
杜
の
都
に
「
工

芸
の
花
」
を
咲
か
せ
た

い
一
心
で
や
っ
て
き
ま

し
た
。
部
に
と
っ
て
も

個
人
に
と
っ
て
も
、「
引

き
受
け
て
よ
か
っ
た
」

と
言
い
切
れ
る
公
募
展

に
仕
上
げ
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

―
公
募
展
の
目
指
す
方

向
は
。

　

宮
城
、
東
北
の
工
芸
界
を
活
気
づ

か
せ
る
催
事
に
育
っ
て
い
け
ば
い

い
。
舞
台
づ
く
り
に
携
わ
り
、
そ
れ

な
り
に
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

杜の都に「工芸の花」を
樋田隆企画委員長

（工芸部長）

　

写
真
と
工
芸
、
二
つ
の
連
携
公
募

展
の
責
任
者
に
佳
境
を
迎
え
た
準
備

の
現
状
と
「
第
１
回
展
」
へ
の
意
気

込
み
を
聞
い
た
。

連携公募展の準備、粛々と
コロナ禍の進展
注視をしながら
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新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡

大
の
影
響
が
尾
を
引
い
て
、
計
画
し

た
事
業
や
イ
ベ
ン
ト
の
中
止
、
延
期

が
続
い
て
い
る
。

　

当
協
会
が
加
盟
す
る
東
北
・
北
海

道
芸
術
文
化
団
体
協
議
会
が
６
月
11

日
に
盛
岡
市
の
メ
ト
ロ
ポ
リ
タ
ン
盛

岡
ニ
ュ
ー
ウ
イ
ン
グ
で
開
催
を
予
定

し
て
い
た
総
会
及
び
交
流
事
業
は
、

コ
ロ
ナ
禍
の
終
息
が
見
通
せ
な
い
状

況
下
で
、
感
染
の
防
止
を
理
由
に
中

止
と
な
っ
た
。

　

「
文
化
芸
術
活
動
に
お
け
る
後
継

者
育
成
と
次
世
代
育
成
に
つ
い
て
」

を
テ
ー
マ
と
し
、
担
当
幹
事
地
区
の

岩
手
県
芸
術
文
化
協
会
が
同
協
会
の

「
い
わ
て
芸
文
研
修
会
」
と
の
併
催

事
業
に
設
定
。
各
地
区
共
通
の
課
題

解
決
に
向
け
た
有
意
義
な
集
い
に
な

る
は
ず
だ
っ
た
。

　

総
会
・
交
流
事
業
の
中
止
は
、
決

定
時
点
で
の
往
来
の
自
粛
や
感
染
防

止
の
要
、「
３
密
」
回
避
の
要
請
に

応
え
た
措
置
で
、
テ
ー
マ
の
目
的
達

成
に
向
け
た
情
報
交
換
は
、
や
む
な

く
文
書
や
メ
ー
ル
等
の
方
法
に
切
り

替
え
ら
れ
た
。

　

宮
城
県
芸
術
祭
の
一
環
で
、
文
芸

部
が
活
動
の
軸
に
据
え
る
文
芸
祭
も

内
容
の
変
更
を
余
儀
な
く
さ
れ
た
。

公
益
性
の
追
求
と
次
世
代
育
成
を
主

目
的
と
し
た
文
芸
作
品
の
公
募
を
見

送
っ
た
。
学
校
の
休
校
措
置
が
想
定

外
の
６
月
ま
で
長
引
き
、
教
育
現
場

は
授
業
遅
れ
の
対
応
等
に
迫
ら
れ
て

お
り
、
夏
休
み
の
期
間
短
縮
も
あ
っ

て
、
作
品
の
募
集
を
呼
び
掛
け
る
状

況
で
は
な
く
な
っ
た
た
め
だ
。
規
模

を
縮
小
し
、
公
募
導
入
以
前
の
内
容

で
し
の
ぐ
方
向
だ
。

　

文
学
散
歩
も
10
月
７
、８
日
の
日

程
で
新
潟
方
面
に
向
か
う
計
画
の
実

施
が
困
難
な
状
況
。
環
境
の
改
善
状

況
や
旅
行
会
社
の
意
向
等
も
踏
ま
え

て
最
終
決
定
す
る
こ
と
に
な
る
。

　

絵
画
部
の
ス
ケ
ッ
チ
研
修
会
は
既

に
当
初
予
定
の
５
月
16
、
17
の
日
程
で

茨
城
県
の
五
浦
海
岸
を
訪
ね
る
計
画

の
中
止
を
決
定
。
バ
ス
ツ
ア
ー
の
動
向

を
見
定
め
、
秋
以
降
の
実
施
可
能
性

を
探
る
方
向
だ
が
、
厳
し
い
状
況
だ
。

　

本
年
度
の
事
業
に
つ
い
て
は
、
伝

統
文
化
体
験
事
業
「
第
24
回
杜
の
都

大
茶
会
」（
５
月
30
、31
日
、仙
台
市・

勾
当
台
公
園
）
と
、
会
員
研
修
の
趣

旨
で
定
時
総
会
に
合
わ
せ
て
計
画
さ

れ
た
恒
例
の「
講
演
会
」（
６
月
７
日
、

仙
台
市
福
祉
プ
ラ
ザ
）
が
中
止
さ
れ

て
い
る
。

　

い
っ
た
ん
収
ま
り
か
け
た
よ
う
に

み
え
た
コ
ロ
ナ
禍
は
、「
緊
急
事
態

宣
言
」
の
解
除
や
県
境
越
え
を
含
め

往
来
の
制
限
が
解
か
れ
た
こ
と
等
に

よ
り
、
東
京
圏
を
中
心
に
再
び
拡
大

し
つ
つ
あ
る
状
況
。
恐
れ
て
い
た
第

２
波
が
指
摘
さ
れ
始
め
て
お
り
、
本

年
度
は
多
く
の
事
業
を
計
画
に
沿
っ

て
実
施
で
き
な
い
特
異
な
年
と
位
置

付
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。

　

当
協
会
は
７
月
、
公
益
財
団
法
人

日
本
教
育
公
務
員
弘
済
会
宮
城
支
部

に
対
し
て
、
活
動
奨
励
金
助
成
の
申

請
を
行
っ
た
。
９
月
上
旬
に
選
考
が

行
わ
れ
、
同
月
中
旬
に
採
否
が
決
定

す
る
見
通
し
。

　

学
術
、
芸
術
、
医
療
、
福
祉
、
国

際
交
流
、
環
境
保
護
等
の
各
分
野
に

お
い
て
、
県
の
教
育
機
関
及
び
非
営

日
教
弘
宮
城
支
部
に

奨
励
金
助
成
を
申
請

利
団
体
が
２
０
２
０
年
度
内
に
実
施

す
る
有
益
な
研
究
、
活
動
等
を
対
象

に
助
成
す
る
。
奨
励
金
は
１
件
当
た

り
、
20
万
円
。

　

今
回
、
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
の

会
場
賃
借
料
に
充
当
す
る
形
で
申
請

し
た
。

　

日
教
弘
宮
城
支
部
が
県
教
委
に
１

団
体
の
推
薦
を
依
頼
。
県
教
委
が
当

協
会
の
取
り
組
み
に
白
羽
の
矢
を
立

て
、
応
募
を
促
し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
に
よ
っ
て
、

社
会
教
育
に
関
わ
る
芸
術
文
化
等
の

活
動
が
相
次
い
で
見
送
ら
れ
る
中
、

委
縮
す
る
こ
と
な
く
、
万
全
の
感
染

予
防
措
置
を
講
じ
つ
つ
、
県
芸
術
祭

の
開
催
に
踏
み
切
る
当
協
会
の
積
極

的
な
対
応
を
評
価
し
た
と
み
ら
れ
る
。

　

県
の
「
お
墨
付
き
」
を
得
ら
れ
た

こ
と
で
、
事
業
採
択
は
確
定
的
と
思

わ
れ
る
。
貴
重
な
財
源
と
し
て
、
芸

術
祭
事
業
に
組
み
入
れ
ら
れ
る
こ
と

に
な
る
。

　

当
協
会
洋
楽
部
が
「
宮
城
県
芸
術

祭
・
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
（
ピ
ア
ノ
部

門
・
ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
部
門
）」
の
本
選

中
止
に
伴
っ
て
、「
ガ
ラ
・
コ
ン
サ
ー

ト
」
の
代
替
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画

し
た
特
別
演
奏
会
が
中
止
に
追
い
込

ま
れ
た
。
最
終
決
定
の
時
点
で
、
り

患
状
況
が
穏
や
か
に
な
り
つ
つ
あ
っ

た
も
の
の
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

感
染
症
へ
の
警
戒
感
を
緩
め
ら
れ
る

状
況
に
至
ら
な
か
っ
た
た
め
だ
。

　

特
別
演
奏
会
は
、
本
選
の
見
送
り

で
落
胆
す
る
子
ど
も
た
ち
の
気
持
ち

を
受
け
止
め
、
練
習
へ
の
意
欲
を

保
っ
て
も
ら
う
一
助
に
と
の
願
い
を

込
め
て
、
ぎ
り
ぎ
り
の
判
断
で
急

き
ょ
企
画
さ
れ
た
事
業
。「
第
57
回

宮
城
県
芸
術
祭
」
の
一
環
に
位
置
付

け
、
９
月
６
日
に
日
立
シ
ス
テ
ム
ズ

「
特
別
演
奏
会
」
も
中
止 

　

子
ど
も
ら
の
期
待
に
沿
え
ず

ホ
ー
ル
仙
台
で
予
定
さ
れ
て
い
た
。

保
護
者
ら
の
賛
同
を
得
ら
れ
、
多
く

の
参
加
希
望
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
。

　

も
と
も
と
開
催
断
念
の
リ
ス
ク
を

排
除
で
き
な
い
中
で
の
、
多
分
に
危

う
さ
を
抱
え
た
企
画
で
、
結
局
は
参

加
希
望
者
の
期
待
に
沿
え
ず
、
二
度

も
残
念
な
思
い
を
強
い
る
形
と
な
っ

て
し
ま
っ
た
。

　

た
だ
、
音
楽
を
学
ぶ
「
子
ど
も
目

線
」
で
、
最
後
ま
で
演
奏
機
会
の
提

供
可
能
性
を
追
い
求
め
た
対
応
は
、

理
解
は
で
き
よ
う
。
コ
ン
ク
ー
ル
に

携
わ
る
洋
楽
部
の
関
係
者
の
意
図
は
、

参
加
予
定
者
ら
に
も
伝
わ
っ
た
の
で

は
な
い
か
。

　
子
ど
も
た
ち
の
心
の
ア
フ
タ
ー
ケ
ア

に
努
め
る
と
と
も
に
、
年
明
け
後
に
予

定
す
る
本
年
度
の
音
楽
コ
ン
ク
ー
ル
の

実
施
に
向
け
て
、
最
善
の
準
備
を
進

め
、
２
年
分
の
思
い
を
乗
せ
た
盛
大
な

イ
ベ
ン
ト
に
な
る
よ
う
祈
念
し
た
い
。

催
事
の
中
止
続
く

尾
を
引
く
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
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20
代
か
ら
バ
レ
エ
教
室
を
主
宰

し
、
現
在
も
多
く
の
生
徒
を
抱
え
て

多
忙
な
日
々
が
続
く
。
芸
協
へ
の
入

会
は
、
去
年
の
４
月
。
50
代
の
い
ま
、

満
を
持
し
て
の
参
加
で
あ
る
。

　

仙
台
市
出
身
。
バ
レ
エ
に
引
き
寄

せ
ら
れ
た
の
は
３
歳
頃
。
い
つ
し
か

「
こ
の
道
し
か
な
い
」
と
、
寄

り
道
す
る
こ
と
な
く
歩
み
を
進

め
て
き

た
。

　

バ
レ

エ
は
音

楽
、
舞

台
、
照

明
、
衣
装
な
ど
と
の
同
時
進
行

に
よ
る
総
合
芸
術
。
ま
た
「
天

上
崇
拝
」
が
大
き
く
横
た
わ
り
、
ト

ウ
シ
ュ
ー
ズ
は
そ
の
象
徴
な
の
だ
と

い
う
。

　

活
動
は
多
彩
。
芸
術
へ
の
あ
く
な

き
探
求
と
併
せ
て
次
代
に
向
け
た

子
ど
も
た
ち
へ
の
指
導
が
中
心
だ
が
、

各
種
イ
ベ
ン
ト
の
振
り
付
け
も
。「
舞

台
に
関
わ
っ
て
い
る

時
が
至
福
」。
ま
さ

に
「
バ
レ
エ
命
」
の

日
常
だ
。

　

鑑
賞
者
側
の
意
識

の
醸
成
も
重
要
と
心

得
て
、
常
に
啓
蒙
を
意
識
し
て
い
る
。

教
え
子
の
舞
台
発
表
後
、

保
護
者
の
方
々
の
感
動
は

大
き
く
、「
幸
せ
を
与
え
て

い
る
仕
事
」
に
携
わ
れ
て

い
る
実
感
が
あ
る
と
い
う
。

　

仙
台
青
葉
ま
つ
り
協
賛

会
の
副
実
行
委
員
長
を
務

め
、
す
ず
め
踊
り
を
広
範

に
指
導
し
て
い
る
。「
仙

台
は
東
北
最
大
の
都
市
で

あ
り
な
が
ら
、
文
化
活
動
は
静
か
な

印
象
。
ジ
ャ
ン
ル
を
ま
た
ぐ
コ
ラ
ボ

レ
ー
シ
ョ
ン
の
推
進
な
ど
に
よ
り
、

地
域
の
新
し
い
文
化
を
見
い
だ
せ
る

か
も
し
れ
な
い
」。
バ
レ
エ
を
中
心

に
据
え
つ
つ
、
芸
術
の
花
咲
く
街
を

ひ
た
す
ら
に
追
い
求
め
る
。

　

女
性
の
躍
進

が
目
覚
ま
し

い
。
本
年
度
、

書
道
部
か
ら
新

理
事
に
２
人
そ

ろ
っ
て
就
任
。

自
身
、
新
運
営
委
員
と
し
て
活
躍
の

場
を
広
げ
る
。

　

「
女
性
会
員
が
多
い
で
す
か

ら
。
で
き
る
こ
と
を
精
い
っ
ぱ

い
務
め

る
だ
け

で
す
」

と
淡
々

と
抱
負

を
語
る
。

　

仙
台
市
出
身
。
家
族
の
影
響

で
幼
い
時
か
ら
書
に
親
し
み
、

二
十
歳
の
頃
、
本
格
的
に
習
い
始
め

た
。
才
気
煥
発
。
早
々
、
河
北
書
道

展
で
相
次
ぎ
特
選
に
輝
い
た
。
東
北

学
院
大
卒
業
後
、
会
員
に
推
薦
さ
れ

た
。

　

手
掛
け
る
の
は
「
墨
象
」。
書
の

世
界
の
多
様
性
を
象
徴
す
る
分
野

だ
。
文
字
な
ど
イ
メ
ー
ジ
を
表
現
し

た
抽
象
画
の
印
象
。
奥
は
深
い
。

　

漢
字
や
か
な
と
い
っ
た
作
品
と
は

異
な
り
、
力
強
さ
、
躍
動
感
、
濃
淡

な
ど
は
独
特
。
墨
に
よ
る
ダ
イ
ナ

ミ
ッ
ク
で
単
色
を
超
え
た
色
彩
感
が

不
思
議
な
魅
力
を
醸
し
出
す
。

　

「
手
本
が
な
く
自
由
に

書
け
る
の
が
楽
し
く
て
。

同
じ
作
品
は
二
つ
と
あ
り

ま
せ
ん
」。
偶
然
に
左
右

さ
れ
る
側
面
が
あ
る
だ
け

に
、集
中
力
が
試
さ
れ
る
。

才
能
と
実
績
に
甘
え
る
こ

と
な
く
、
さ
ら
な
る
高
み

を
目
指
し
、
歯
科
医
院
を

営
む
夫
を
手
伝
う
傍
ら
、

時
間
を
見
つ
け
て
は
筆
を

執
る
。

　

若
々
し
い
51
歳
。
書
の
価
値
を
次

代
に
引
き
継
ぐ
思
い
は
強
い
。
作
品

と
向
き
合
う
姿
勢
は
し
な
や
か
で
、

部
門
を
超
え
た
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

に
も
関
心
を
寄
せ
る
。
新
風
を
吹
き

込
ん
で
く
れ
る
に
違
い
な
い
。

協
会
の
未
来

「
若
手
」
登
場

広く深い墨の世界
書道部　千葉四帆さん（仙台市）

バレエは総合芸術
舞踊部（洋舞）　辻　真弓さん（仙台市）

県
民
の
心
に
光
生
む
力
に

吉
田
利
弘
執
行
理
事
（
総
括
・
絵
画
部
）

　

イ
タ
リ
ア
の
病
院
屋
上
か
ら
日

本
女
性
音
楽
家
の
演
奏
が
流
れ
、

市
民
や
医
療
従
事
者
が
癒
さ
れ
る

光
景
が
映
し
出
さ
れ
た
。
今
年
の

芸
術
祭
、
環
境
が
整
わ
ず
中
止
も

あ
る
が
、
例
年
と
異
な
る
形
で
も

開
催
し
、
県
民
の
心
に
光
を
生
み

出
そ
う
と
し
て
い
る
。
そ
ん
な
思

い
を
支
え
る
２
年
間
に
し
て
い
き

た
い
。

　

本
年
度
第
２
回
理
事
会
（
６
月
８

日
）で
新
執
行
理
事
が
選
出
さ
れ
た
。

５
人
の
う
ち
４
人
が
重
任
（
再
任
）

で
、
重
厚
感
、
安
定
感
の
あ
る
布
陣
。

40
代
、
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
１
人
は
新
た

な
重
責
に
決
意
も
固
い
。
２
期
目
の

雫
石
隆
子
理
事
長
を
支
え
る
総
括
、

事
業
、
財
務
の
各
担
当
執
行
理
事
に

抱
負
を
聞
い
た
。

今
、
為
す
べ
き
事
を
模
索

佐
藤
皖
山
執
行
理
事
（
事
業
・
邦
楽
部
）

　

役
員
を
務
め
る
中
で
、
芸
協
の

熟
達
者
、
前
途
洋
々
の
新
鋭
ら
と

横
の
つ
な
が
り
を
深
め
ま
し
た
。

コ
ロ
ナ
禍
に
あ
る
今
、
次
の
ス

テ
ッ
プ
に
向
け
て
何
を
為
す
べ
き

か
、
自
分
を
磨
き
、
行
政
関
係
者
、

経
済
人
ら
と
も
討
議
を
重
ね
て
、 

最
良
の
方
法
を
模
索
し
た
い
と
考

え
て
い
ま
す
。
共
に
頑
張
り
ま
し 

ょ
う
。

協
会
の
更
な
る
飛
躍
に
尽
力

渡
部
勝
彦
執
行
理
事
（
事
業
・
洋
楽
部
）

　

執
行
理
事
に
就
任
し
て
７
年

目
。
こ
れ
ま
で
達
成
で
き
な
か
っ

た
こ
と
が
数
多
く
あ
り
、
忸
怩
た

る
思
い
で
ご
ざ
い
ま
す
。
洋
楽
部

を
は
じ
め
、
コ
ロ
ナ
禍
に
苦
し
ん

で
い
る
会
員
皆
さ
ま
の
今
後
を
案

じ
つ
つ
、
そ
の
打
開
と
さ
ら
な
る

飛
躍
に
向
け
て
力
を
尽
く
し
、
任

期
を
全
う
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

財
務
状
況
改
善
へ
、
努
力

菅
原
宗
初
執
行
理
事
（
財
務
・
茶
道
部
）

　

財
務
経
験
者
と
し
て
の
力
量
が

問
わ
れ
る
だ
け
に
緊
張
感
が
増
し

て
い
ま
す
。
厳
し
い
状
況
を
直
視

し
、
各
部
の
理
解
、
協
力
の
下
、

改
善
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。
コ

ロ
ナ
禍
、
活
動
自
粛
を
余
儀
な
く

さ
れ
る
中
、
皆
さ
ま
の
挑
戦
に
期

待
し
、
連
携
事
業
等
の
成
功
に
微

力
を
尽
く
し
た
い
と
考
え
て
お
り

ま
す
。

若
い
感
覚
で
新
風
吹
き
込
む

西
村
一
観
執
行
理
事
（
財
務
・
華
道
部
）

　

こ
の
度
、
執
行
理
事
を
拝
命
い

た
し
ま
し
た
。
若
輩
で
あ
り
、
責

任
の
重
さ
に
身
の
縮
む
思
い
で
ご

ざ
い
ま
す
が
、
諸
先
輩
方
の
ご
指

導
を
賜
り
な
が
ら
、
若
い
感
覚
で

少
し
で
も
協
会
の
運
営
に
新
風
を

取
り
入
れ
ら
れ
る
よ
う
、
精
い
っ

ぱ
い
務
め
て
ま
い
り
ま
す
。
ど
う

ぞ
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。

安定感を推進力に
執行理事抱負熱く
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令和元年度正味財産増減計算書［決算］
（平成31年４月１日～令和２年３月31日）

科目
公益目的事業会計

収益事業等会計 法人会計 合計
公１ 公２ 公３ 公益共通 公益小計

Ⅰ　一般正味財産増減の部  

１．経常増減の部

（１）経常収益

基本財産運用益 0 0 0 1,000 1,000 0 0 1,000

受取入会金 0 0 0 760,000 760,000 0 760,000 1,520,000

受取会費 0 0 0 12,345,000 12,345,000 2,447,067 7,817,933 22,610,000

事業収益 6,098,700 120,000 0 0 6,218,700 2,657,390 0 8,876,090

受取補助金等 200,000 0 100,000 0 300,000 0 0 300,000

受取負担金 12,758,350 0 0 0 12,758,350 0 0 12,758,350

受取寄付金 144,000 0 0 130,000 274,000 0 0 274,000

雑収益 297,000 0 0 1,999 298,999 0 0 298,999

経常収益計 19,498,050 120,000 100,000 13,237,999 32,956,049 5,104,457 8,577,933 46,638,439

（２）経常費用

事業費 29,767,720 2,465,408 2,064,851 160,000 34,457,979 5,118,457 0 39,576,436

管理費 0 0 0 0 0 0 8,161,379 8,161,379

経常費用計 29,767,720 2,465,408 2,064,851 160,000 34,457,979 5,118,457 8,161,379 47,737,815

当期経常増減額 △ 10,269,670 △ 2,345,408 △ 1,964,851 13,077,999 △ 1,501,930 △ 14,000 416,554 △ 1,099,376

２．経常外増減の部   

（１）経常外収益

経常外収益計 0 0 0 0 0 0 0 0

（２）経常外費用

経常外費用計 0 0 0 0 0 0 133,274 133,274

当期経常外増減額 0 0 0 0 0 0 △ 133,274 △ 133,274

他会計振替額 10,281,335 2,345,408 1,964,851 △ 14,308,314 283,280 0 △ 283,280 0

当期一般正味財産増減額 11,665 0 0 △ 1,230,315 △ 1,218,650 △ 14,000 0 △ 1,232,650

一般正味財産期首残高 849,363 0 0 40,236,977 41,086,340 52,500 0 41,138,840

一般正味財産期末残高 861,028 0 0 39,006,662 39,867,690 38,500 0 39,906,190

Ⅱ　指定正味財産増減の部

一般指定財産への振替額 30,000 0 0 0 30,000 0 0 30,000

当期指定正味財産増減額 △ 30,000 0 0 0 △ 30,000 0 0 △ 30,000

指定正味財産期首残高 100,000 0 0 0 100,000 0 0 100,000

指定正味財産期末残高 70,000 0 0 0 70,000 0 0 70,000

Ⅲ　正味財産期末残高 931,028 0 0 0 39,937,690 38,500 0 39,976,190

ａ：公益目的事業経常費用計 ｂ：当年度年間全体経常費用 公益目的事業比率（a ／ b）

34,457,979 47,737,815 72%
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令和元年度事業報告
（１）宮城県芸術祭の開催【公益目的事業１】　　＊第56回統一テーマ「結い～次代へ～」

事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 作品点数・出演会員等

芸 術 祭 全 体

開 会 式 9/20 せんだいメディアテーク5F 78名
テ ー マ イ ベ ン ト
「 結 い ～ 次 代 へ ～」 9/22 せんだいメディアテーク1F 1,054名 対応部門：工芸部・書道部・華道部・邦楽部（三

曲・長唄）・文芸部・洋楽部・舞踊部（洋舞）
表 彰 式 11/26 ホテルメトロポリタン仙台 244名

展 示 関 係 事 業

華 道 展 9/20 ～ 9/25 せんだいメディアテーク5F 2,316名 前期34点・後期34点
書 道 展 9/20 ～ 9/25 せんだいメディアテ－ク5・6F 4,019名 285点
工 芸 展 9/27 ～ 10/2 せんだいメディアテ－ク5F 2,303名 70点
写 真 展 9/27 ～ 10/2 せんだいメディアテ－ク5F 2,814名 93点
彫 刻 展 9/27 ～ 10/2 せんだいメディアテ－ク6F 2,358名 29点
絵 画 展 10/4 ～ 10/9 せんだいメディアテーク5・6F 5,927名 日本画36点・洋画196点・役員等84点

演 奏 関 係 事 業
長 唄 演 奏 会 10/13 トークネットホール仙台 161名 会員23名・外部出演1名
音 楽 会 11/8 日立システムズホール仙台 473名 会員22名・外部出演5名

文 芸 関 係 事 業
文 学 散 歩 10/2 ～ 10/3 秋田・横手方面 － 参加者41名
「宮城県文芸年鑑」発行 10/15 － － 750部発行
文 芸 祭 10/26 東京エレクトロンホール宮城 159 名 －

茶 会 茶 会 10/13・20・27 輪王寺 3,627名 12流派参加

人 材 育 成 事 業

写 真 公 募 展 9/27 ～ 10/2 せんだいメディアテーク5F 2,814名 入選91点（応募415点）
絵 画 展（ 公 募 の 部 ） 9/27 ～ 10/2 せんだいメディアテーク6F 2,358名 128点
彫 刻 公 募 展 9/27 ～ 10/2 せんだいメディアテーク6F 2,358名 5点
受 賞 者 に よ る 
ガ ラ・ コ ン サ ー ト 9/29 日立システムズホール仙台 381名 受賞等出演20名．管弦楽団21名

第40回音楽コンクール
予選：2/9 日立システムズホール仙台 583名 参加：ピアノ部門：140名・ヴァイオリン部門41名
本選：3/8 日立システムズホール仙台 － コロナウィルス感染拡大予防のため中止

写真セミナー 会場：協会会議室・せんだいメディアテーク、5回開催（①7/12②8/9③9/28④10/18⑤11/15）、参加者計
70名

（２）芸術文化の振興に関する展覧会、講演会、研究会、発表会などの主催又は後援【公益目的事業２】
事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 作品点数・出演会員等

鑑賞機会提供事業

第56回 宮 城 県 芸 術 祭 
絵 画 展 受 賞 者 作 品 展 12/13 ～ 12/19 東京エレクトロンホール宮城 724名 会員の部44点・公募の部16点

［共催：（公財）宮城県文化振興財団］
みやぎミュージックフェスタ 
2020 in し ろ い し 3/15 白石市文化体育活動センター・

ホワイトキューブ － コロナウィルス感染拡大予防のため中止

伝統文化体験事業 第23回 杜 の 都 大 茶 会 5/25・26 勾当台公園 8,544名 12流派参加［共催：河北新報社］

人 材 育 成 事 業

県 民 と の 美 術 交 流・
ギ ャ ラ リ ー ト ー ク 10/5 せんだいメディアテーク5F 87名 講師：菅野　正弘　氏

第 6 回 定 禅 寺 
フ ォ ト コ ン テ ス ト 12/2 ～ 8 東京エレクトロンホール宮城 317名 作品展示35点・応募108点

［共催：（公財）宮城県文化振興財団］

書 道 部 に よ る 
県 内 小 中 学 校 へ の 
講 師 派 遣 事 業

期日 学校 対象学年 担当会員 期日 学校 対象学年 担当会員
11/11 大崎市立長岡小学校 3 ～ 6 年 千葉　華紅 12/3 気仙沼市立新月中学校 1 ～ 6 年 菊田　杏仙
11/20 塩竈市立月見ヶ丘小学校 5 ～ 6 年 建部　恭子 12/3 気仙沼市立気仙沼小学校 3 ～ 6 年 武山　櫻子
11/28 白石市立白石第二小学校 3 年 佐藤　象雲 12/3 大崎市立松山中学校 1 ～ 3 年 中塩　朱華
11/28 仙台市立台原小学校 4 年 小日向慶可 12/5 大崎市立鹿島台中学校 1 ～ 3 年 大町　青蓮
11/28 岩沼市立岩沼西小学校 5 年 池田　僊雲 12/16 大崎市立高倉小学校 3 ～ 6 年 佐藤　紅茜
11/29 塩竈市立玉川小学校 6 年 村山　柳雅 12/19 石巻市立飯野川中学校 1 ～ 3 年 伊澤　香雨

後 援 事 業 「河北美術展」等、本協会に本年度申請された85件の作品展や演奏会に対し、後援名義の使用許可及び賞交付（賞状や賞品等）を行った。

（３）国内及び国外との芸術文化の交流【公益目的事業３】
事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 備　　考

東北・北海道芸術文化
団体協議会交流事業 東北・北海道交流写真展 6/12 ～ 6/16 コラッセふくしま 300名 作品点数：46点（当協会出品6点）

国 際 交 流 事 業 2019 和 風 文 化 祭 10/11 ～ 12/22 台南市総合芸文センター 他 － 訪問団：6名（舞台出演2名 会場展示出品作品5点）

（４）会員の資質向上のための研修会等の実施及び調査研究並びに出版物の刊行など【他事業】
事業種別 事 業 名 期　日 会　　場 入場者数 備　　考

会 員 研 修

絵画部スケッチ研修会 5/18 ～ 5/19 岩手県遠野市・宮古市 27名

講 演 会 6/8 仙台市福祉プラザ 96名 演題：「新時代の文化芸術振興」
講師：大越 裕光　氏　

第 4 6 回 研 修 旅 行 11/13 ～ 11/17 ベトナム・ダナン・フエ 12名
発 行 機関紙「はなやま」発行 年間4回発行：220号（5/7）・221号（7/31）・222号（10/31）・223号（1/31）　　各2,550部発行
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雫
石
隆
子
理
事
長
が
再
選
さ
れ
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
下
で
２
期
目

の
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
。
文
化
芸
術

に
コ
ロ
ナ
の
逆
風
は
、
殊
の
外
き
つ

い
。
日
常
を
取
り
戻
す
た
め
に
、
辛

抱
強
く
活
動
を
継
続
す
る
し
か
な
い

▼
コ
ロ
ナ
禍
で
差
別
と
格
差
が
よ
り

露
わ
に
な
っ
た
。
世
界
の
１
％
の
富

裕
層
の
資
産
は
、
残
り
99
％
の
人
々

の
そ
れ
を
超
え
て
い
る
と
い
う
。
富

の
偏
在
を
黙
認
す
る
彼
ら
彼
女
ら
の

多
く
は
、
貧
し
い
人
々
の
暮
ら
し
を

振
り
向
く
こ
と
は
な
い
▼
世
界
の
指

導
者
は
、
こ
う
し
た
富
裕
層
に
寄
り

添
う
よ
う
に
自
国
第
一
、
利
益
優
先

を
標
榜
す
る
。
拝
金
主
義
に
傾
く

リ
ー
ダ
ー
は
、
口
で
は
「
国
民
の
た

め
に
」
と
言
い
な
が
ら
、
人
種
や
貧

富
の
差
に
よ
る
分
断
や
差
別
を
解
決

し
よ
う
と
し
な
い
▼
コ
ロ
ナ
の
終
息

を
実
現
す
る
た
め
に
は
、
世
界
の

国
々
は
互
い
に
協
力
す
る
の
が
当
然

と
思
う
が
、
そ
れ
ぞ
れ
の
主
義
や
エ

ゴ
が
ぶ
つ
か
っ
て
上
手
く
い
か
な
い

▼
「
新
し
い
生
活
様
式
」
と
は
、
こ

の
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
防
止
の
た
め
の

方
法
で
、
ワ
ケ
あ
り
げ
な
言
い
方
の

背
後
に
、「
緊
急
事
態
宣
言
」
に
見

え
隠
れ
し
て
い
た
何
か
と
同
様
な
、

意
図
的
に
隠
さ
れ
て
い
る
も
の
が
あ

る
よ
う
に
思
う
の
は
私
だ
け
だ
ろ
う

か
。 

（
英
）

６
月
15
日

・
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

【
第
１
回
部
長
会
議
】
６
月
29
日

・
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
に
つ
い
て

（
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
実
行
委
員
会
）

後
　
　
　
援

☆  

髙
橋
麻
子
企
画
感
染
拡
大
防
止
コ
ン

サ
ー
ト「
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」

　

７
月
25
日
・
８
月
８
日
・
9
月
20
日

　

仙
台
ヒ
ル
ズ
ホ
テ
ル

☆
第
73
回
春
光
会
展

　

８
月
11
～
16
日

　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

☆  

レ
ク
チ
ャ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
＆
仙
台
ピ

ア
ノ
デ
ュ
オ
の
会　

創
立
25
周
年
記

念
コ
ン
サ
ー
ト

　

8
月
30
日

　

仙
台
銀
行
ホ
ー
ル　

イ
ズ
ミ
テ
ィ
21

☆  

第
33
回
み
や
ぎ
発
明
く
ふ
う
展
及
び

第
24
回
み
や
ぎ
未
来
科
学
の
夢
絵
画
展 

　

10
月
13
～
17
日

　

東
北
電
力
グ
リ
ー
ン
プ
ラ
ザ

☆
赤
井
靖
武　

木
彫
の
世
界

　

10
月
13
～
19
日

　

塩
釜
市
旧
亀
井
邸

☆
第
50
回
宮
城
書
芸
院
展
併
催
教
育
部
展

　

10
月
15
～
18
日

　

大
崎
市
民
ギ
ャ
ラ
リ
ー

受
　
贈
　
書
（　

）
は
寄
贈
者

『
歌
集　

一
滴
の
う
た
』（
皆
川
二
郎
）、

『
句
集　

花
林
檎
』（
柏
原
眠
雨
）、『
飛

び
散
れ
、
水
た
ち
』（
近
江
瞬
）『
句
集　

雨
曜
日
』（
広
瀬
ち
え
み
）、『
歌
文
集　

乾
杯
！
』（
原
田
夏
子
）

謹
　
弔

文
芸
部
（
短
歌
）�

半
澤　

裕　

殿

工
芸
部
（
染
織
）�

佐
藤
陽
子　

殿

書
道
部�

阿
部
海
鶴　

殿

6
月
23
日

　

車
の
中
で
コ
ン
サ
ー
ト
を
楽
し
も

う
！
名
曲
を
家
族
で
！　

洋
楽
部
の

髙
橋
麻
子
さ
ん
が
企
画
し
た
「
ド
ラ

イ
ブ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
」
が
、
公
益

財
団
法
人
仙
台
市
市
民
文
化
事
業
団

の
募
集
し
た
多
様
な
メ
デ
ィ
ア
を
活

用
し
た
文
化
芸
術
創
造
支
援
事
業
に

採
択
さ
れ
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の

拡
大
に
伴
い
、
芸
術
活
動
が
大
き
な

影
響
を
受
け
、
イ
ベ
ン
ト
が
軒
並
み

中
止
・
延
期
に
追
い
込
ま
れ
る
中
、

活
動
の
下
支
え
を
目
的
に
同
事
業
団

が
実
施
す
る
助
成
事
業
。
髙
橋
さ
ん

は
仙
台
市
泉
区
の
仙
台
ヒ
ル
ズ
ホ
テ

ル
の
駐
車
場
を
会
場
に
、
感
染
拡
大

防
止
コ
ン
サ
ー
ト
と
銘
打
っ
た
演
奏

会
を
考
案
し
、
募
集
に
応
じ
た
。

　

助
成
額
は
１
０
０
万
円
。
コ
ン

サ
ー
ト
は
７
月
25
日
、
８
月
８
日
、

９
月
20
日
の
３
回
。
開
演
時
間
は
各

回
異
な
り
（
午
後
５
、６
、７
時
）、

演
奏
は
い
ず
れ
も
45
分
。
ピ
ア
ノ
の

髙
橋
さ
ん
の
ほ
か
、ヴ
ァ
イ
オ
リ
ン
、

フ
ル
ー
ト
奏
者
ら
が
出
演
す
る
。
乗

車
は
家
族
単
位
。
入
場
者
は
車
内
か

ら
生
の
響
き
を
堪
能
す
る
。

　

コ
ロ
ナ
禍
と
い
う
厳
し
い
環
境
下

で
、今
回
の
ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
コ
ン
サ
ー

ト
は
演
奏
機
会
の
創
出
に
向
け
た
社

会
的
実
験
で
あ
り
、
知
恵
を
絞
っ
た

一
つ
の
成
果
。
行
政
等
は
支
援
措
置

を
講
じ
て
お
り
、
感
染
防
止
を
図
り

つ
つ
実
現
を
図
っ
た
今
回
の
試
み
は

大
い
に
参
考
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

宮
城
県
美
術
館
を
所
管
す
る
県
教

育
庁
生
涯
学
習
課
の
担
当
職
員
３
人

が
６
月
４
日
、
美
術
館
の
在
り
方
に

つ
い
て
意
見
を
交
換
す
る
た
め
、
当

協
会
事
務
所
を
訪
れ
、
吉
田
利
弘
執

行
理
事（
統
括
・
絵
画
部
）ら
が
対
応

し
た
。

　

担
当
職
員
に
よ
る
と
、
芸
術
文
化

関
係
者
か
ら
率
直
な
意
見
を
聞
く
こ

と
で
、
直
面
す
る
県
美
術
館
の
移

転
、
他
施
設
と
の
集
約
・
複
合
化
計

画
な
ど
、
美
術
館
と
の
向
き
合
い
方

を
考
え
る
際
の
参
考
に
し
て
い
く
の

が
訪
問
の
趣
旨
。
会
合
に
は
事
務
局

ス
タ
ッ
フ
も
同
席
し
た
。

　

当
協
会
と
し
て
は
、
県
美
術
館
の

移
転
、
集
約
を
内
容
と
す
る
県
有
施

設
再
編
問
題
に
関
し
て
既
に
村
井
嘉

浩
知
事
あ
て
に
要
望
書
を
提
出
し
て

い
る
経
緯
を
踏
ま
え
て
、
事
業
を
想

定
通
り
に
進
め
る
か
否
か
に
関
わ
ら

ず
、
現
有
施
設
の
維
持
、
活
用
を
図

る
べ
き
と
の
考
え
を
強
調
し
た
。

　

現
有
施
設
の
存
続
を
前
提
と
し

て
、
そ
れ
で
も
再
編
事
業
を
進
め
る

の
で
あ
れ
ば
、「
新
美
術
館
」の
方
向

を
見
極
め
る
た
め
、
美
術
関
係
者
を

は
じ
め
幅
広
い
県
民
か
ら
意
向
等
を

聞
く
必
要
が
あ
る
と
も
指
摘
し
た
。

　

県
は
今
後
、
美
術
に
関
わ
る
芸
術

家
ら
か
ら
改
め
て
正
式
に
意
見
を
聞

く
機
会
を
設
け
る
意
向
を
示
し
た
。

私
達
は
芸
術
協
会
を
応
援
し
ま
す

新
賛
助
会
員

（
団
体
）

◇
有
限
会
社
清
泉

　
代
表
取
締
役　

西
村 

修
太
朗（
一
観
） 

様

◇
学
校
法
人
常
盤
木
学
園

　

理
事
長　

松
良 

千
廣 

様

（
個
人
）

◇
麻
生　

靖
子

◇
佐
藤　

進

事
務
局
日
誌

会 

務 

報 

告

【
監
事
会
】
４
月
13
日

・  

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
会
計
監
査

【
第
１
回
理
事
会
】
４
月
20
日

・  

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

・
役
員
候
補
者
の
推
薦
に
つ
い
て

・  
令
和
２
年
度
定
時
総
会
の
開
催
に
つ

い
て

・
正
会
員
の
入
会
承
認
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
定
時
総
会
】
６
月
８
日

・  

令
和
元
年
度
事
業
報
告
及
び
収
支
決

算
の
承
認
に
つ
い
て

・
役
員
の
選
任
に
つ
い
て

【
第
２
回
理
事
会
】
６
月
８
日

・  

理
事
長
及
び
執
行
理
事
の
選
定
に
つ

い
て

・
参
事
の
推
薦
に
つ
い
て

・
賛
助
会
員
の
推
薦
に
つ
い
て

【
第
57
回
宮
城
県
芸
術
祭
委
員
会
】

美
術
館
の
在
り
方
め
ぐ
り
意
見
交
換

県
の
担
当
職
員
ら
来
所

ド
ラ
イ
ブ
イ
ン
コ
ン
サ
ー
ト
開
催

文
化
芸
術
創
造
支
援
事
業
に
採
択

洋
楽
部（
ピ
ア
ノ
）・
髙
橋
さ
ん
企
画


